
「発達障害の支援を考える議員連盟」総会

【日時】平成28年 2月 25日 (木)16:00

【会場】 衆議院第 1議員会館 (Bl)第 6会議室

《内容》 1、 挨拶    会長 尾辻秀久参議院議員

2、 「発達障害者支援法」改正案のポイントについて説明及び意見交換

事務局長 高木美智代衆議院議員

3、 意見交換

4、 閉会挨拶  会長代理 野田聖子衆議院議員

《出席予定議員 :敬称略》2/24現在

○役員 :尾辻秀久会長 (参 )、 野田聖子会長代理 (衆 )、 副会長 :小渕優子〈衆)、 中根康浩 (衆 )、

山本博司 (参 )、 高橋千鶴子 (衆 )、 高木美智代事務局長 (衆 )、 奥野総一郎事務局次長 (衆 )

○衆議員 :泉健太、亀岡偉民、赤枝恒雄、逢坂誠二、奥野信亮、河野正美、後藤祐一

笹川博義、野間健、初鹿明博、牧島かれん、高橋ひなこ、中村裕之、

原田憲冶、古川康、三ツ林裕巳、升田世喜男、畑野君枝、

○参議員 :井上義行、井原巧、石井みどり、

○秘書代理 :小林史明、穴見陽一、落合貴之、金子めぐみ、牧原秀樹、松本純、

堀内詔子、横路孝弘、古賀篤、長沢広明、西村まさみ、糸数慶子、太田房江、倉林明子、

《関係省庁》 ※質問対応
○内閣府 :坂本大輔 政策統括官付参事官 (障害者施策担当)

○厚生労働省 :津曲共和 発達障害者支援室長、畑俊一 障害者雇用対策課地域就労支援室

日詰正文 発達障害者支援室発達障害対策専門官、新坂係長、小檜山綾那係長

○文部科学省 :丸山洋司 特別支援教育課長、齋藤憲一郎 企画官、川崎拓磨 企画係長

○法務省 :上原 龍 刑事局参事官、杉山多恵 矯正局企画官
○国土交通省 :平沢善幸 安心生活政策課交通バリアフリー室長、堀内雄太 係長

○警察庁 :高木勇人 刑事局刑事企画課長、横瀬大樹 長官官房人事課付

○最高裁判所 :清藤健一 事務総局総務局第一課長

○衆院法制局 :森恭子第 5部副部長

《関係団体 :敬称略》

○日本自閉症協会 :今井 忠 副会長、柴田洋弥 常任理事、石井啓 理事

○日本発達障害ネットワーク :橋口亜希子 事務局長

○アスペ・エルデの会 :辻井正次先生   ○日本 トゥレット協会 :駒井さえ子 理事
○エッジ :藤堂栄子 会長、  ○えじそんくらぶ :高山恵子 代表
○発達障害者支援センター全国連絡協議会 :岡 田祐輔 副会長

○全国特別支援教育推進連盟 :落合 勇 専務理事

○全国言友会連絡協議会 :松尾久憲 副理事長、青木雅道 運営委員

○全国自開症者施設協議会 :    ○全国 LD親の会 :欠席



発達障害者支援法改正に向けた検討会の開催日程について

(発達障害の支援を考える議員連盟)

第 1回検討会(27.3/12)● 関係省庁ヒアリング (発達障害者支援法 10年間の取り組み )

厚生労働省、内閣府、文部科学省、法務省、国土交通省

②笙ヱ回曇討会(32⊇ ●関係団体よリヒアリング

○日本自開症協会、○日本発達障害ネットワーク ○アスペ・エルデの会
○日本 トゥレット協会 ○エッジ  ○えじそんくらぶ (5/15)
○発達障害者支援センター全国連絡協議会 ○全国特別支援教育推進連盟
○全国言友会連絡協議会 ○全国自開症者施設協議会 ○全国 LD親の会 (5/15)

(4 16)●乳幼児期の支援について3
△

7ミ

・本国秀夫教授 (信州大学医学部付属病院子どもの心診療部長)

・市川宏伸先生 (児童青年精神科医)

・黒田美保客員教授 (東京大学大学院教育学研究科)

④第 4回検討会 (5/15) ●学齢期の支援について

・教育支援、教育と福祉の相互連携 (文科、厚労 )

・初等教育関係 :筑波大学 柘植雅義教授 (人間系障害科学域、知的・発達・行動障害学)
・高等教育関係信州大学高橋知音教授 (教育学教育科学グループ)

⑤第■回塗註会(6/2)●成人期の支援について (成人期の就労・生活支援、高齢期支援、

触法等困難事例対応)

・厚生労働省、 ・法務省 (刑事局、矯正局)ヒ アリング
・志賀利一国立のぞみの園研究部長、

・内山登紀夫福島大学教授 (人間発達文化研究科学校臨床心理専攻)
△ 24 ●家族支援、啓発について

⑦

・厚生労働省、文部科学省

・辻井正次教授 (中京大学現代社会学部 )

・堀江まゆみ教授 (白梅学園大学子ども学部発達臨床学科 )

・片山泰―教授 (大阪大学大学院、金沢大学、浜松医科大学 )

第 7回検討会 (7/16) ●発達障害のある女性支援について

(女性向け支援の現場から、全国的な相談状況から)

・神奈川県発達障害者支援センター かながわ A 佐野隆文課長補佐
・ ′′ 全国連絡協議会 西村浩二副会長
・研究者 :国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 (神尾陽子氏)

・言語聴覚士 :村上由美氏 (当事者、支援者の立場から)

④視墜立/27)_国立障害者リハビリテーションセンター(所沢)「発達障害情報・支援センター」

⑤関係省庁申入れ

・ 27.8.10塩崎厚生労働大臣

・ 27,8.20下村文部科学大臣

・ 27.8.25 山谷国家公安委員会委員長

正に向けた検討会発足

第 1回検討会(27.8・ 20)～第 13回検討会(27」 2.15)
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発達障害者支援法 改正のポイント (案 )【未定稿】

平成 28年 2月 25日

I 基本理念の新設・責務の充実等
1 定義の改正
「発達障害者」の定義につき、発達障害がある者であって、発達障害及び「社会的障

壁」により日常生活又は社会生活に制限を受ける者と規定する。

2 基本理念の新設
(1)発達障害者の社会的障壁の除去の実施についての必要かつ合理的な配慮に関する

規定を設ける。

(2)障害の有無によって分け隔てられることなく相互に人格と個性を尊重し合いなが

ら共生する社会の実現に関する規定を設ける。

0 ライフステージに応じた切れ目のない支援、医療関係者・福祉関係者・教育関係者・
就労支援関係者・捜査関係者・司法関係者等のより幅広い関係者の連携に関する規定

を設ける。

(4)発達障害者の意思決定の支援に関する規定を設ける。

3 国及び地方公共団体の責務の改正
国及び地方公共団体は、発達障害者及びその家族等からの各種の相談に対し、個々の

発達障害者の特性に配慮しつつ総合的に応ずることができるようにするため、関係機関

相互の有機的連携の下に相談体制を整備する旨規定する。

4 国民の責務の改正
国民が、個々の発達障害の特性を理解し、協力するよう努める旨規定する。

I 発達障害者の支援のための施策の充実
1 教育の充実及び教育・福祉の連携強化
(1)発達障害児がその特性を踏まえた十分な教育を受けられるようにするため、可能な

限り発達障害児が他の児童と共に教育を受けられるように配慮する旨規定するとと

もに、例示として個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成の推進並びにいじめ

の防止等のための措置を追加する。

(2)教育的支援の対象となる発達障害児 (第 8条第 1項)に、「高等学校、中等教育学

校及び特別支援学校に在学する18歳以上の発達障害者」に加え、「専修学校の高等
課程に在学する18歳以上の発達障害者」を追加する旨規定する。

1

施行後¬0年が経過した発達障害者支援法について、障害者権利条約の締結やその後の施

行状況等を踏まえ、発達障害者の支援をよリー層充実させるため、次のように、法律の全般

にわたつて必要な改正を行う。



(3)教育・福祉の各計画に関する情報の共有について、個人情報保護法との関係も整理
しつつ、規定する。

2 就労の支援の充実 (就労の定着等 )
(1)就労の支援の主体として国を明示するとともに、国及び都道府県による就労の支援
について、就労の機会の確保に加えて、就労の定着の支援についても規定する。

(2)事業主が、個々の発達障害者の特性に配慮 した適正な雇用管理による雇用の安定を
図るよう努める旨の規定を設ける。

3 生活支援の充実 (親亡き後・高齢期の発達障害者を念頭に)
発達障害者の年齢、生活の実態等に応 じて地域において自立した日常生活を営むこと

ができるようにする旨を規定する。

4 権利擁護のための支援の具体化・拡大
(1)権利擁護のための支援の例示として、成年後見制度の利用の促進を規定する。
(2)権利利益を害されることの例示として、虐待及びいじめを追加する。
(3)刑事捜査や刑事裁判における個々の発達障害者の特性に応じた配慮について規定
する。

発達障害者の家族等への支援の充実

発達障害児に対する適切な監護方法についての助言等に加え、発達障害者の家族自身

等への支援を追加するとともに、支援内容として情報提供を追加する。

Ⅲ 発達障害者の支援体制の強化
1 発達障害者支援センターの複数の設置
地域の特性に応じて都道府県・指定都市ごとに複数の発達障害者支援センターを設置

することができる旨規定する。

発達障害者支援地域協議会 (仮称)の設置
発達障害者支援地域協議会 (有識者、当事者団体、発達障害者支援センター関係者、

担当部局等により構成され、各地域の支援体制の検討や実施状況の検証を行う機関)を

設置することができる旨規定する。

国民に対する普及及び啓発の充実

個々の発達障害の特性についての理解を深めるとともに、普及・啓発の場として学校

等を例示する。
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4 専門知識を有する人材の確保等の充実
発達障害者の特性に応じた支援を適切に行うことができるよう、医療等の業務に従事

する者について、専門的知識を有する人材の養成・確保に努めるとともに、研修等にお

いて個々の発達障害に対する理解を深める旨規定する。

5 調査研究の例示及び観点の改正
調査研究の例示について、発達障害の治療を削除し、個々の発達障害の特性を追加す

るとともに、調査研究の観点として、性別や年齢を規定する。

Ⅳ その他
検討条項

知的発達の疑いがある者等について、その実態について調査を行い、支援の在り方に

ついて検討し、必要な措置を講ずる旨の規定を設ける。

う
０



第
十
編
　
発
達
障
害
者
支

援

発
達
障
害
者
支
援
法

ヽ
平
成

一
六

。
一
二
。
一
〇
ノ

〆
法
　
　
一　
　
エハ
　
　
七
ヽ

施
行
　
平
成

一
七

・
四

・
一

（附
則
参
照
）

改
正
　
平
成

一
八
法
人
Ｏ
、
平
成
二
〇
法
七
三

・
法
九
六
、

平
成
二
四
法
六
七

〔編
注
〕
　

平
成
二
四
年
八
月
二
二
日
法
律
第
六
七
号
の
改

正
は
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日
か
ら
施

行
の
た
め
、
該
当
条
文
末
尾
に

〔編
注
〕
を
掲
げ
た
。

総
則

（第

一
条
―
第
四
条
）

児
童
の
発
達
障
害
の
早
期
発
見
及
び
発
達
障
害
者

の
支
援
の
た
め
の
施
策

〈第
五
条
―
第
十
三
条
）

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等

（第
十
四
条
―
第

十
九
条
）

補
則

（第
二
十
条
―
第
二
十
五
条
）

第

一
章
　
総
則

（目
的
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
発
達
障
害
者
の
心
理
機
能
の
適
正
な

発
達
及
び
円
滑
な
社
会
生
活
の
促
進
の
た
め
に
発
達
障
害
の

症
状
の
発
現
後
で
き
る
だ
け
早
期
に
発
達
支
援
を
行
う
こ
と

第
二
章

第
四
章

附
則

目
次第

一
章

第
二
章

が
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
発
達
障
害
を
早
期

に
発
見
し
、
発
達
支
援
を
行
う
こ
と
に
関
す
る
国
及
び
地
方

公
共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育

に
お
け
る
発
達
障
害
者
へ
の
支
援
、
発
達
障
害
者
の
就
労
の

支
援
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
等
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
発
達
障
害
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
に

資
す
る
よ
う
そ
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
支
援
を
図
り
、
も
っ

て
そ
の
福
社
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（定
義
γ

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「発
達
障
害
」
と
は
、
自
開
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習

障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機

能
の
障
害
で
あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て
発

現
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

２

●
し
の
法
律
に
お
い
て

「
発
達
障
害
者
」
と
は
、
発
達
障
害

を
有
す
る
た
め
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
制
限
を
受
け

る
者
を
い
い
、■
発
達
障
害
児
」
と
は
、
発
達
障
害
者
の
う
ち

十
八
歳
未
満
の
も
の
を
い
う
。
　
・

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「
発
達
支
援
」
と
は
、
発
達
障
害
者

に
対
し
、
そ
の
心
理
機
能
の
適
正
な
発
達
を
支
援
し
、
及
び

円
滑
な
社
会
生
活
を
促
進
す
る
た
め
行
う
発
達
障
害
の
特
性

に
対
応
し
た
医
療
的
、
福
祉
的
及
び
教
育
的
援
助
を
い
う
。

【政
令
】
令

一

（□
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
害
者
の
心
理
機

能
の
道
正
な
発
達
及
び
円
滑
な
社
会
生
活
の
促
進
の
た
め
に

発
達
障
害
の
症
状
の
発
現
後
で
き
る
だ
け
早
期
に
発
達
支
援

を
行
う
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
発
達

障
害
の
早
期
発
見
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す

る
。

２
　
日
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
害
児
に
対
し
、
発
達

障
害
の
症
状
の
発
現
後
で
き
る
だ
け
早
期
に
、
そ
の
者
の
状

況
に
応
し
て
適
切
に
、
就
学
前
の
発
達
支
援
、
学
校
に
お
け

る
発
達
支
援
そ
の
他
の
発
達
支
援
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

発
達
障
害
者
に
対
す
る
就
労
、
地
域
に
お
け
る
生
活
等
に
関

す
る
支
援
及
び
発
達
障
害
者
の
家
族
に
対
す
る
支
援
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
発
達
障
害
者
の
支
援
等
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
る
に
当
た

っ

て
は
、
発
達
障
害
者
及
び
発
達
障
害
児
の
保
護
者

（親
権
を

行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
児
童
を
現
に
監

護
す
る
も
の
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
意
思
が
で
き
る
限

り
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

４
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
害
者
の
支
援
等
の
施

策
を
議
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
、
保
健
、
福
社
、
教
育

及
び
労
働
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
部
局
の
相
互
の
緊
密

な
連
携
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
等
に
よ
り
発
達
障
害

者
が
被
書
を
受
け
る
こ
と
等
を
防
止
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

部
局
と
消
費
生
活
に
関
す
る
葉
務
を
担
当
す
る
部
局
そ
の
他

．
の
関
係
機
関
と
の
必
要
な
協
力
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と

す
る
。

（国
民
の
責
務
）

第
四
条
　
国
民
は
、
発
達
障
害
者
の
福
社
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
社
会
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、
発
達
障
害

者
が
社
会
経
済
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
対
し
、

協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
児
童
の
発
達
障
害
の
早
期
発
見
及
び
発

達
障
害
者
の
支
援
の
た
め
の
施
策

（児
童
の
発
達
障
害
の
早
期
発
見
等
）

第
五
条
　
市
町
村
は
、
母
子
保
健
法

（昭
和
四
十
年
法
律
第
百

四
十

一
号
）
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
に
規
定
す
る
健
康
診

査
を
行
う
に
当
た
り
、
発
達
障
害
の
早
期
発
見
に
十
分
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
学
校
保
健
安
全
法

（昭
和
三

十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
十

一
条
に
規
定
す
る
健
康
診

断
を
行
う
に
当
た
り
、
発
達
障
害
の
早
期
発
見
に
十
分
留
意

一
〇
　
発
達
障
害
者
支
援
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法

二
三

一
九

―

―

，

―

―

―

，
―

、
１

，

１
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一
〇
　
発
達
障
害
者
支
援
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法

二
三
二
〇

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
市
町
村
は
、児
童
に
発
達
障
害
の
疑

い
が
あ
る
場
合
に
は
、

適
切
に
支
援
を
行
う
た
め
、
当
該
児
童
に
つ
い
て
の
継
続
的

な
相
談
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
し
、
当

該
児
童
が
早
期
に
医
学
的
又
は
心
理
学
的
判
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
第
十
四

条
第

一
項
の
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
第
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
が
確
保
し
た
医
療
機
関
そ
の
他
の
機
関

（次
条
第

一
項
に
お
い
て

「
セ
ン
タ
ー
等
」
と
い
う
。
）
を
紹

介
し
、
又
は
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
市
町
村
は
、
前
三
項
の
措
置
を
構
じ
る
に
当
た

つ
て
は
、

当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
児
童
及
び
保
護
者
の
意
思
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
都
道
府
県
は
、
市
町
村
の
求
め
に
応
し
、
児
童
の
発
達
障

害
の
早
期
発
見
に
関
す
る
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
の
指
導
、

助
言
そ
の
他
の
市
町
村
に
対
す
る
必
要
な
技
術
的
援
助
を
行

う
も
の
と
す
る
。

（早
期
の
発
達
支
援
〉

第
六
条
　
市
町
村
は
、
発
達
障
害
児
が
早
期
の
発
達
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
発
達
障
害
児
の
保
護
者
に
対
し
、

そ
の
相
談
に
応
し
、
セ
ン
タ
ー
等
を
紹
介
し
、
又
は
助
言
を

行
い
、
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
構
じ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
措
置
を
構
じ
る
場
合
に

っ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
都
道
府
県
は
、
発
達
障
害
児
の
早
期
の
発
達
支
援
の
た
め

に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
発
達
障
害
児
に

対
し
て
行
わ
れ
る
発
達
支
援
の
専
門
性
を
確
保
す
る
た
め
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

（保
育
）

第
七
条
　
市
町
村
は
、
保
青
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
発
達
障

害
児
の
健
全
な
発
達
が
他
の
児
童
と
共
に
生
活
す
る
こ
と
を

通
し
て
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

〔編
注
〕
本
条
は
、
平
成
二
四
法
六
七
で
改
正
さ
れ
、
子
ど
も

・

子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
。

第
七
条
中

「保
育
の
実
施
に
当
た
つ
て
」
を

「児
童
福
社

法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
保
育
所
に
お
け
る
保
育
を
行
う
場
合
又

は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
必
要
な
保
育
を
確
保
す
る
た

め
の
措
置
を
請
じ
る
場
合
」
に
改
め
る
。

（教
育
）

第
八
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
害
児

（十
人
歳

以
上
の
発
達
障
害
者
で
あ
っ
て
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
に
在
学
す
る
者
を
含
む
。
）
が
そ
の
障

害
の
状
態
に
応
し
、
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
通
切
な
教
育
的
支
援
、
支
援
体
制
の
整
備
そ
の
他

必
要
な
措
置
を
議
じ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
は
、
発
達
障
害
者
の
障
害
の
状

態
に
応
し
、
適
切
な
教
育
上
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
利
用
）

第
九
条
　
市
町
村
は
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
、

発
達
障
害
児
の
利
用
の
機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
、
適
切
な

配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（就
労
の
支
援
）

第
十
条
　
都
道
府
県
は
、
発
達
障
害
者
の
就
労
を
支
援
す
る
た

め
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
職
栞
安

定
所
、
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

（障
害
者
の
雇
用
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
十
九
条
第

一
項
第
三
号
の
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
を

い
う
。
）
、
障
害
者
就
業

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（同
法
第
二

十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
を
い

う
。
）、
社
会
福
社
協
議
会
、
教
育
委
員
会
そ
の
他
の
関
係
機

関
及
び
民
間
団
体
相
互
の
連
携
を
確
保
し
つ
つ
、
発
達
障
害

者
の
特
性
に
応
し
た
適
切
な
就
労
の
機
会
の
確
保
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
必
要
に
応
し
、
発
達
障
害
者

が
就
労
の
た
め
の
準
備
を
適
切
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
支
援
が
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
離

じ
る
も
の
と
す
る
。

（地
域
で
の
生
活
支
援
）

第
十

一
条
　
市
町
村
は
、
発
達
障
害
者
が
、
そ
の
希
望
に
応
じ

て
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
発
達
障
害
者
に
対
し
、
社
会
生
活

へ
の

適
応
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
受
け
る
機
会
の
確
保
、
共
同

生
活
を
営
む
べ
き．
住
居
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
生
活
を
営

む
べ
き
住
居
の
確
保
そ
の
他
必
要
な
支
援
に
努
め
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
。

（権
利
擁
護
）

第
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
害
者
が
、
そ

の
発
達
障
害
の
た
め
に
差
別
さ
れ
る
こ
と
等
権
利
利
益
を
害

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
権
利
擁
譲
の
た
め

に
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（発
遠
障
害
者
の
家
族

へ
の
支
援
）

第
十
三
条
　
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
発
達
障
害
児
の
保
護

者
が
適
切
な
監
護
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

等
を
通
し
て
発
達
障
害
者

の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た

め
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
発
達

障
害
者
の
家
族
に
対
し
、
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
支
援
を

・適
切
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等

（発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等
）

第
十
四
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
、
社
会

福
祉
法
人
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
人
で
あ

っ
て
当
該
薬

務
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
て
指
定

し
た
者

（以
下

「発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）

に
行
わ
せ
、
又
は
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一　

発
達
障
害
の
早
期
発
見
、
早
期
の
発
達
支
援
等
に
資
す

る
よ
う
、
発
達
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
、
専
門
的



に
、
そ
の
相
談
に
応
し
、
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
。

二
　
発
達
障
害
者
に
対
し
、
専
門
的
な
発
達
支
援
及
び
就
労

の
支
援
を
行
う
こ
と
。

三
　
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
教
育
等
に
関
す
る
業
務

（次
号

に
お
い
て

「医
療
等
の
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
関
係
機

関
及
び
民
間
団
体
並
び
に
こ
れ
に
従
事
す
る
者
に
対
し
発

達
障
害
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
及
び
研
修
を
行
う
こ
と
。

四
　
発
達
障
害
に
関
し
て
、
医
療
等
の
業
務
を
行
う
関
係
機

関
及
び
民
間
団
体
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
。
　
．

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帝
す
る
業
務

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
当
該
指
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
の
申
講
に
よ
り
行
う
。

【政
令
】
令
二

（秘
密
保
持
義
務
）

第
十
五
条
　
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
員
着
し
く
は
職

員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ

っ
た
者
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の

で
き
た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（報
告
の
徴
収
等
）

第
十
六
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
第
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
状
況
に
関
し
必

要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
所
若
し
く
は
事
務
所
に
立
ち
入
り
、

そ
の
業
務
の
状
況
に
関
し
必
要
な
調
査
着
し
く
は
質
問
を
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
調
査
又
は
質
問
を
す
る
職
員

は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求

が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・

３
　
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
及
び
質
問
の
権
限
は
、

犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら

な
い
。

（改
善
命
令
）

第
十
七
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
第
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（指
定
の
取
消
し
）

第
十
八
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

が
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く

は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
立
入

爾
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
質
問

に
対
し
て
各
弁
を
せ
ず
、
着
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
業
務
の
状
況
の
把
握
に
著
し
い
支
障
が

生
じ
た
と
き
、
又
は
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
前
条
の

規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（専
門
的
な
医
療
機
関
の
確
保
等
）

第
十
九
条
　
都
道
府
県
は
、
専
目
的
に
発
達
障
害
の
診
断
及
び

発
達
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
病
院
又
は
診
療

所
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
回
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
医
療
機
関
の
相
互
協

力
を
推
進
す
る
と
と
も
に
い
同
項
の
医
療
機
関
に
対
し
、
発

達
障
害
者
の
発
達
支
援
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
必

要
な
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
補
則

（民
間
団
体
へ
の
支
援
）

第
二
十
条
　
口
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
害
者
を
支
援

す
る
た
め
に
行
う
民
間
団
体
の
活
動
の
活
性
化
を
図
る
よ
う

配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（国
民
に
対
す
る
普
及
及
び
啓
発
〉

第
二
十

一
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
害
に
関
す

る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
必
要
な
広
報
そ
の
他
の
啓

発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（医
療
又
は
保
健
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
知
識
の
善

及
及
び
啓
発
）

第
二
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
医
療
又
は
保
健
の

業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
、
発
達
障
害
の
発
見
の
た
め
必

要
な
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
確
保
等
）

第
二
十
三
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
害
者
に
対

す
る
支
援
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
保

健
、
福
祉
、
教
育
等
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
つ

い
て
、
発
達
障
害
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
を

確
保
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
発
達
障
害
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
及
び
専
門
性
を
高
め
る
た
め
研
修
等
必
要
な
措

置
を
議
じ
る
も
の
と
す
る
。

（調
査
研
究
）

第
二
十
四
条
　
国
は
、
発
達
障
害
者
の
実
態
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
発
達
障
害
の
原
因
の
究
明
、
発
達
障
害
の
診
断

及
び
治
療
、
発
達
支
援
の
方
法
等
に
関
す
る
必
要
な
調
査
研

究
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（大
都
市
等
の
特
例
）

第
二
十
五
条
　
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、地
方
自
治
法
（昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九

第

一
項
の
指
定
都
市

（以
下

「指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
都
市
が
処

理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律

中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
に
関
す
る
規
定

と
し
て
指
定
都
市
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

【政
令
】
令
三

附
　
則

（施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
〇
　
発
達
障
害
者
支
援
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法

二
三
二

一



一
〇
　
発
達
障
害
者
支
援
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
令

二
三
二
二

（見
直
し
）

２
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に

お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す

る
。

附
　
則

（平
成
二
〇
法
九
六
）
抄

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
〔中
略
〕
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　

（略
〕

一
〓

〔前
略
〕
附
則
第
八
条
の
規
定
　
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日

〓
一

（略
）

子
ど
も

ｏ
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も

に
関
す
る
教
育
、
保
青
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推

進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
四
法
六
七
）
抄

改
正
　
平
二
五
法

一
一
二

（罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
十
二
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（政
令

へ
の
委
任
）

第
七
十
三
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律

の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則

こ
の
法
律
は
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　

（前
略
〕
第
七
十
三
条
の
規
定
　
公
布
の
日

〔平
成
二

四
年
八
月
二
二
日
〕

二
～
五

　

〔略
〕

発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
令

旅
行
　
平
成

一
七

・
四

。
一

（附
則
参
照
）

改
正
　
平
成

一
九
政
二
九
、
平
成
二
二
政
六
三
、
平
成
二
三

政
三
六

一

（発
達
障
害
の
定
義
）

第

一
条
　
発
達
障
害
者
支
援
法

（以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
障
害
は
、
脳
機
能
の
障
害
で
あ

っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
の

う
ち
、
言
語
の
障
害
、
協
調
運
動
の
障
害
そ
の
他
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
障
害
と
す
る
。

（法
第
十
四
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
二
条
　
法
第
十
四
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
発

達
障
害
者
の
福
社
の
増
進
を
目
的
と
す
る

一
般
社
団
法
人
着

し
く
は

一
般
財
団
法
人
、
医
療
法
人
、
社
会
福
社
法

（昭
和

二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
社

会
福
祉
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

（平
成
十
年
法
律

第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
法
人
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十

八
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
と

す

る

。

（大
都
市
等
の
特
例
）

第
二
条
　
地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市

（以
下

「指

定
都
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に

よ
り
、
指
定
都
市
が
処
理
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
法
施
行
令

（昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十

四
条
の
三
十
六
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

/~ヽ

ヽ _ノ

平
成

一
七

・
四

。
一

政

　

一
　

五
　
〇

附

則

抄

（施
行
期
日
）

．

第

一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日

〔平
成

一
七
年
四
月

一
日
〕

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則

（平
成
二
二
政
六
三
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日

〔平
成
二
二
年
三
月
二

一
日
〕
か

ら
旅
行
す
る
。

附
　
則

（平
成
二
三
政
三
六

一
）
抄

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
政
令
は
、
〔中
略
〕
た
だ
し
、
〔中
略
〕
附
則

〔中

略
〕
第
五
条

〔中
略
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月

一

日
か
ら
施
行
す
る
。



発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
規
則

ヽ
平
成

一
七

。
四
。
一
ノ

〆
厚

労

令

八

一
ヽ

施
行
　
平
成

一
七

・
四

・
一

（附
則
参
照
）

発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
令

（平
成
十
七
年
政
令
第
百
五
十

号
）
第

一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
規

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
規
則

発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
令
第

一
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
障
害
は
、
心
理
的
発
達
の
障
害
並
び
に
行
動
及
び
情
緒
の

障
害

（自
開
症
、
ア
ス
ベ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発

達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
言
語
の
障
害

及
び
協
調
運
動
の
障
害
を
除
く
。
）
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日

〔平
成

一
七
年
四
月

一
日
〕
か
ら

施
行
す
る
。一

〇
　
発
達
障
害
者
支
援
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法
施
行
規
則

二
三
二
三


